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群馬県立高崎高校SSH事業に関する全生徒対象の意識調査分析 
 

群馬県立高崎高校 SSH部 中島康彦 

1. はじめに 

高崎高校SSH部では、SSH事業を通して生徒に課題発見能力や課題解決能力が身につ

いたことを示すことで、高崎高校SSH事業の成果の１つとしたいと考えている。 

高崎高校第3年次SSH事業実施報告書においては，第1学年に対して本校で実施した課

題研究のルーブリック評価値の合計と河合塾の学び未来パス「PROG-H」のリテラシー

総合のスコアの間に相関が見られることを示した。 

本校で開発したルーブリック評価値やアンケートの回答状況が生徒の課題発見能力や

課題解決能力の定着状況を表すことを示せれば、高崎高校のSSH事業の成果指標として

本校で開発した課題研究のルーブリックやアンケートが活用できると考え、以下の仮説

をたてた。 

 
（仮説１）PROG-H の数値の高い生徒はルーブリック評価や校内アンケートの数値も高く，それらの数

値は学年進行とともに向上する傾向にあることを見いだせる。 

 

（仮説２）PROG-H の各項目と相関のあるルーブリックまたは校内アンケートの項目群を見いだすこと

ができ，そのルーブリックまたは校内アンケートの項目群の数値は高崎高校のSSH 活動の成

果の評価指標として活用できる傾向にあることを見いだせる。 

 

上記の仮説を検証するために、筑波大学 大学研究センターの田中正弘准教授，兵庫

教育大学 IR・総合戦略企画室の津多成輔特命助教らの研究チームに依頼して，本校の3

学年SSHクラスの生徒を対象に、SSHクラスの生徒の3年間の課題研究のルーブリッ

ク・校内アンケートのデータと河合塾の学び未来パス「PROG-H」のデータの関連につ

いて分析・考察いただいた。報告書1)における分析の結果を以下に示す。 

 
【仮説１に対する結果】 

⚫ PROG-H の特定の項目のスコアについて，そのスコアが高い生徒はルーブリック評価や校内

アンケートの特定の項目の数値も高い（PROG-H のすべての項目のスコアについて，そのス

コアが高い生徒がルーブリック評価や校内アンケートのすべての項目の数値も高い）とはい

えない。 

⚫ PROG-H のスコアは，学年進行とともに向上するとは言い難い。ルーブリック評価の高低に

よって２群に分けたとき，PROG-H の特定の項目のスコアについては，学年進行とともに向

上するものもあるが，すべての項目がそうではない。 

 

【仮説２に対する結果】 

⚫ PROG-H の特定の項目のスコアと相関がある校内アンケートの特定の項目を見出すことがで

き，それらは SSH 活動の成果指標として活用可能であると考えられるが，学年段階によっ

て相関がある項目が変化していることから，学年段階やカリキュラム等の特徴を考慮した評

価方法の検討が必要である。 

 

また、これらの結果を踏まえ、以下のような指摘をいただいた1)。 

 

PROG-H とルーブリック，校 内アンケートは，それぞれの特定の項目については関

連が見られるに留まった。ルーブリ ックや校内アンケートは，PROG-H で示されるよ

うな汎用的な課題発見・課題解決に関す るリテラシー・コンピテンシーを部分的に測

っているといえるものの，PROG-H のみで SSH 活動の成果を完全に測定できるとはい

えない。これは，PROG-H と SSH 事業によるルーブ リック，校内アンケートが異な

る観点から作成された指標であることを考えれば当然のこ とである。確かに，特定の

教育活動の成果を汎用的な能力の測定を目指したテストによっ て明らかにすることは

必要なことかもしれない。しかし，その教育活動独自の理念や目的 に沿った生徒の学

びや成長をすくい上げることができるのは，その学びや成長を間近で見 ている現場の

教師であろう。このことを踏まえれば，PROG-H の観点で成果が見られない 一方でル

ーブリックや校内アンケートで成果が見られた項目にこそ高崎高校の SSH 事業 をさ

らに進展させるポイントが見いだされるかもしれない。 
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分析結果及び研究チームからの指摘にある「学年段階やカリキュラム等の特徴を考慮

した評価方法の検討」及び「教育活動独自の理念や目的 に沿った生徒の学びや成長を

すくい上げること」のために、本校のSSH事業の目的の中で定義した資質能力に関する

質問紙を用いたアンケート調査を全生徒に対して実施した。 

 

2. 目的 

高崎高校のSSH事業で開発したカリキュラムの特徴を明らかにし、高崎高校のSSH

事業の成果と課題点の傾向を見出す中で、評価指標を検討していく。 

 

3. 仮説 

本校SSH事業で開発したカリキュラムの特徴や成果は、SSH事業の教育活動として

実践した資質能力の定着に関する生徒の意識調査から一端を読み取ることができる。 

具体的には、本校SSH事業の教育活動として実践した資質能力の定着に関する生徒

の意識はSSHコースのカリキュラムを経験した生徒と経験していない生徒との間に差

があり、その差の大きなものが本校SSH事業のカリキュラムの特徴となると考える。 

 

4. 方法 

本校SSH事業の教育活動として実践した資質能力の定着について生徒がどのように

感じているかを、質問紙により調査する。以下では本調査における質問紙、回答方

法、分析における有効回答の選定、有効回答者数について示す。 

 

(1) 質問紙 

SSH事業にかかわる生徒もかかわらない生徒も有用感を持って答えられるように、質

問紙の設問については本校SSH事業の教育活動として実践した資質能力だけでなく、汎

用的なスキルに関しての設問も含めた。SSH事業に関する設問一覧を表１に示す。 

 
表 1 本校SSH事業の教育活動として実践した資質能力に関する質問紙の設問一覧 
研究課題 ｺｰﾄﾞ 設問 

研究課題１ 
クロスカリ
キュラム 
課題提示型
探究活動 
  

101 ある教科（科目）の単元の課題において、その教科（科目）以外の教科で学んだ知識技能を活用した経験があ
る 

102 ある教科（科目）の単元の課題において、その教科（科目）以外の教科で学んだ知識技能を活用することは課
題解決能力を高めることにつながると考える 

103 理科の課題を数学の知識・技能と結び付けて思考することができる 

104 地歴の課題を理科の知識・技能と結び付けて思考することができる 

105 化学の課題を物理の知識・技能と結び付けて思考することができる 

106 理科に関する課題の解決のために、自然科学の法則を数式で表現すること（数理モデル）を用いて課題解決
に向けた活動ができる 

107 理科に関する課題の解決のために、仮説を立てることができる 

108 仮説に対して実験や調査を行い、考察した結果の妥当性を，数学的表現を用いて説明できる 

109 分野融合課題を解決する活動を経験することは課題発見能力につながると考える 

110 理科の各科目で相互に関連しあう事項を複数の科目の考え方を複合的に考えることは重要だと考える 

111 ある科目の問題を解く際に、他の教科や科目の知識を活用することは有用であると考える 

研究 
課題２ 
プロジェクト
型課題研究  

201 インターネットの情報が信頼できるかどうかを判断する方法を知っている 

202 授業内で指定された課題に対して、探究のプロセスである R-PDCAサイクルを実践することができる 

203 課題研究で自身が設定した課題に対して、以前授業で学んだ解決手法を活用できる 

必要なことかもしれない。しかし，その教育活動独自の理念や目的 に沿った生徒の学

びや成長をすくい上げることができるのは，その学びや成長を間近で見 ている現場の

教師であろう。このことを踏まえれば，PROG-H の観点で成果が見られない 一方でル

ーブリックや校内アンケートで成果が見られた項目にこそ高崎高校の SSH 事業 をさ

らに進展させるポイントが見いだされるかもしれない。 
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204 先行研究や文献の調査等を行い、課題を設定し、研究の目的を明確にできる 

205 同じ文献を読んだ生徒同士でグループを作って話し合うことができる 

206 課題を解決するための仮説を立てることができる 

207 条件をそろえるなど、仮説を適切な方法で検証するための知識・技能を持ち、それらを活用できる 

208 結果をデータに合わせて適切なグラフや表を用いてまとめることができる 

209 測定データに対して統計的処理を行った上で、結果の検証を行うことができる 

210 仮説を結果を比べ、検証結果の再現性や妥当性を確認するための文献調査または実験を実施できる 

211 仮説の評価を踏まえ、新しい展望を見出すことができる 

212 課題研究で自身が設定した課題に対して、探究のプロセスである R-PDCAサイクルを実践することができる 

213 日々の学校生活における課題に対して、以前授業で学んだ解決手法を活用できる 

214 日々の学校生活における課題に対して、探究のプロセスである R-PDCAサイクルを実践することができる 

研究 
課題３ 
 
表現力 
プレゼン 
ディスカッシ
ョン 

301 教科（科目）等で指定された課題に対し、ポスター形式で発表資料を制作し、プレゼンテーションができる 

302 教科（科目）等で指定された課題に対し、パワーポイントスライド形式で発表資料を制作し、プレゼンテーション
ができる 

303 ディベートで必要な発表資料を制作し、日本語でディベートができる 

304 ディベートで必要な発表資料を制作し、英語でディベートができる 

305 課題研究を実施した結果を研究報告書（論文、レポート等）を、読んだ相手に伝わるように作成できる 

306 自身で設定した課題研究に対し、ポスター形式で発表資料を制作し、プレゼンテーションができる 

307 自身で設定した課題研究に対し、パワーポイントスライド形式で発表資料を制作し、プレゼンテーションができ
る 

308 自身で設定した課題研究に対し、ポスター形式で発表資料を制作し、英語でプレゼンテーションができる 

309 プレゼンテーションを実施した後、発表を聞いた人とディスカッションを進めることができる 

研究 
課題４ 
 
外部機関外
部人材との
連携 

401 将来、大学等の高等教育を受けることで、高度で発展的な知識・技能を身に付ける必要があると考える 

402 科学的なものの考え方を備えるだけでなく、科学的・社会的な倫理観を身に付けることは重要であると考える 

403 高度な知識・技能を活用する際には相当の倫理観を身に付けている必要があることを認識している。 

404 研究者・技術者と連携し、主体的に課題研究を進めることは重要であると考える 

405 研究者・技術者と連携し、高度な実験技術や数学的思考を学ぶことは重要であると考える 

406 高校生活の中で、最先端の科学に触れる機会がある 

 

(2) 回答方法 

回答者は質問紙の設問を【６：よくあてはまる、５：だいたいあてはまる、４：比較

的あてはまる、３：あまりあてはまらない、２：あてはまらない、１：全くあてはまら

ない】の６件法で評価する。アンケート調査は授業内に実施し、回答方法は自身のスマ

ートフォンを用いて©GoogleのGoogleforms上で回答する。スマートフォンがない場合は

紙面の回答ができるようにした。 

 

(3) 分析における有効回答の選定 

明らかに適当に答えている生徒を分析から除外するため、以下の方針で除外するレコー

ドを決定した。 

○除外データの決定方針 

下記の①または②の条件を満たすレコードを除去した。 

 

① 「回答した番号が全回答数の半数以上連続して同じ番号で答えている」 

② 「全回答数58問に対して、56問以下の回答数である」 
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(4) 回答者数 

全生徒884名のうち有効回答と判断された762名(86%)の回答で分析を行った。なお、1学年

は来年度の希望者毎にグループをつくった。 

課程 
1学年 

SSH 

1学年 

理型 

1学年 

文型 

2学年

SSH 

2学年

理型 

2学年

文型 

3学年

SSH 

3学年

理型 

3学年

文型 

3学年

HS 
合計 

有効 

回答数 
36 112 107 36 113 99 36 110 82 31 762 

※HSはヒューマンサイエンスの略で文型コースのうち地歴を2科目選択するコースである 

 

5. 結果と考察 

まず、本校SSH事業の教育活動として実践した資質能力に関する設問間の相関分析の結果

と考察を示す。次に、レーダーチャートによる設問毎の課程間の平均値の差を検定した結果

とその考察によるSSHコースのカリキュラムの特徴について示す。 

 

（１） 本校SSH事業の教育活動として実践した資質能力に関する設問間の相関分析 

生徒全員、SSHコースのみ、理型コースのみ、文型コースのみに分けて設問毎の

相関係数を調査した。なお、1学年は来年度に生徒が希望コースで分類した。 

それぞれの表の枠にある3桁の数値は設問コードを表し、研究課題毎に太枠で囲っ

た。また、0.50以上の相関係数の値を黄色，0.60以上の相関係数の値を赤で示した。 

 

(ア) 結果 

5ページの表2に全回答者(N=762)の結果、6ページの表3に１・2・3学年のSSH

コースの回答者(N=108) の結果、7ページの表4に１・2・3学年の普通理型コース

の回答者(N=335) の結果、8ページの表5に１・2・3学年の普通文型コースの回答

者(N=319) の結果を示す。 

 

(イ) 考察 

SSHコースの生徒は各研究課題内の設問間で相関のある設問の組み合わせが見い出せ

るだけでなく、研究課題にまたがった設問間でも相関のある設問の組み合わせが見出せ

る（表３）。 

一方で、理型コースの生徒は研究課題内の設問間で相関のある設問の組み合わせを

見出せるが、研究課題にまたがった設問間では相関のある設問の組み合わせを見出しに

くい（表４）。また、文型コースの生徒は課題研究に関する設問とプレゼンに関する設

問の間で相関がある設問の組み合わせを見出すことができるが、それ以外の研究課題の

設問間では相関のある設問の組み合わせを見出しづらい（表５）。 

相関分析の結果から、SSHコースの生徒は「研究課題１～４で育成したい資質・能力

の相互の関連性を見出した上で、自身の資質・能力を振り返っている」可能性があり、

このことが本校のSSH事業のカリキュラムの特徴の一つであると考える。 
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表 2 全回答者(N=762)に対する設問毎の相関係数 ** 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) 、* 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) 

 

101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 201 202 203 204 205 206 207 208 209 210 211 212 213 214 301 302 303 304 305 306 307 308 309 401 402 403 404 405 406

101 1

102 .445** 1

103 .281** .282** 1

104 .247** .192** .366** 1

105 .108** .113** .466** .432** 1

106 .167** .171** .430** .384** .578** 1

107 .195** .229** .420** .271** .415** .531** 1

108 .196** .214** .444** .345** .471** .597** .677** 1

109 .343** .548** .336** .234** .210** .264** .343** .312** 1

110 .320** .477** .386** .228** .285** .306** .410** .377** .619** 1

111 .404** .573** .324** .252** .162** .234** .312** .272** .612** .602** 1

201 .168** .247** .162** .165** 0.022 .125** .184** .172** .214** .171** .243** 1

202 .254** .308** .236** .285** .197** .295** .349** .359** .317** .269** .320** .354** 1

203 .242** .321** .336** .292** .266** .308** .402** .407** .320** .355** .344** .344** .534** 1

204 .270** .360** .337** .271** .231** .336** .472** .440** .382** .415** .364** .377** .515** .575** 1

205 .288** .335** .231** .240** .170** .268** .378** .316** .331** .292** .319** .300** .458** .490** .522** 1

206 .249** .325** .314** .259** .264** .288** .522** .456** .386** .413** .408** .321** .505** .542** .604** .545** 1

207 .234** .343** .369** .250** .228** .281** .470** .459** .437** .413** .369** .302** .440** .499** .553** .480** .639** 1

208 .207** .309** .358** .226** .243** .281** .362** .422** .363** .327** .323** .306** .425** .425** .532** .418** .533** .574** 1

209 .194** .213** .324** .270** .282** .312** .362** .407** .262** .298** .243** .285** .457** .489** .492** .396** .483** .478** .571** 1

210 .265** .273** .303** .288** .237** .299** .383** .425** .325** .321** .280** .347** .487** .521** .569** .477** .534** .527** .531** .579** 1

211 .266** .353** .300** .257** .194** .253** .387** .378** .414** .382** .356** .346** .474** .506** .561** .488** .576** .574** .517** .502** .551** 1

212 .247** .292** .249** .254** .192** .296** .373** .377** .336** .293** .325** .294** .617** .508** .500** .457** .493** .485** .445** .468** .523** .532** 1

213 .264** .360** .281** .269** .178** .263** .335** .369** .358** .339** .364** .265** .451** .497** .464** .433** .495** .523** .437** .432** .479** .457** .502** 1

214 .237** .311** .227** .265** .197** .257** .300** .334** .296** .279** .287** .299** .602** .469** .459** .416** .450** .439** .423** .406** .500** .448** .633** .474** 1

301 .247** .316** .233** .221** .198** .265** .347** .354** .342** .224** .308** .308** .473** .412** .488** .468** .513** .482** .513** .468** .508** .500** .499** .436** .492** 1

302 .193** .288** .219** .270** .219** .248** .299** .348** .304** .215** .250** .302** .472** .414** .482** .371** .494** .414** .484** .477** .467** .414** .463** .411** .428** .684** 1

303 .221** .319** .257** .241** .152** .218** .299** .333** .316** .228** .279** .359** .438** .420** .424** .426** .459** .464** .434** .421** .451** .457** .471** .399** .443** .583** .581** 1

304 .131** .145** .169** .267** .266** .245** .191** .290** .166** .129** .110** .167** .320** .352** .336** .294** .266** .265** .226** .306** .348** .268** .379** .311** .339** .369** .406** .403** 1

305 .241** .314** .273** .230** .206** .293** .336** .354** .354** .294** .306** .291** .409** .466** .512** .437** .511** .508** .488** .437** .461** .500** .472** .422** .449** .596** .547** .579** .388** 1

306 .240** .320** .277** .283** .213** .276** .368** .399** .328** .336** .289** .320** .463** .469** .523** .419** .533** .459** .493** .509** .515** .509** .507** .465** .474** .663** .659** .593** .409** .660** 1

307 .202** .315** .237** .288** .201** .286** .360** .380** .316** .294** .283** .331** .470** .439** .519** .439** .496** .455** .469** .476** .468** .502** .511** .415** .500** .637** .693** .559** .403** .673** .732** 1

308 0.062 .099** .117** .241** .168** .204** .139** .226** .103** .086* 0.048 .188** .309** .283** .273** .231** .208** .201** .201** .323** .320** .246** .359** .272** .359** .346** .385** .372** .666** .385** .412** .442** 1

309 .256** .274** .260** .198** .141** .236** .344** .374** .299** .249** .294** .335** .379** .406** .437** .467** .460** .458** .416** .387** .459** .452** .441** .399** .427** .575** .510** .569** .370** .588** .606** .606** .374** 1

401 .280** .409** .274** .135** .139** .105** .291** .214** .439** .433** .433** .227** .282** .286** .340** .316** .393** .372** .317** .264** .306** .328** .299** .337** .271** .291** .295** .269** .103** .317** .399** .298** .076* .342** 1

402 .300** .416** .238** .123** .135** .139** .245** .197** .485** .470** .447** .263** .276** .301** .324** .296** .395** .419** .351** .271** .302** .388** .265** .357** .278** .315** .276** .307** 0.061 .380** .321** .280** -0.005 .296** .616** 1

403 .258** .362** .214** .185** .134** .146** .251** .199** .439** .451** .405** .246** .251** .237** .276** .269** .361** .362** .260** .246** .290** .339** .231** .309** .220** .269** .252** .256** 0.047 .341** .315** .276** -0.002 .254** .562** .725** 1

404 .332** .468** .312** .167** .172** .180** .349** .275** .492** .454** .482** .275** .345** .349** .411** .374** .461** .451** .393** .319** .370** .436** .351** .412** .382** .393** .325** .354** .125** .390** .386** .385** .087* .362** .593** .645** .626** 1

405 .295** .451** .347** .171** .193** .224** .379** .312** .480** .480** .473** .243** .295** .327** .407** .350** .429** .414** .388** .356** .378** .389** .328** .395** .312** .336** .301** .333** .131** .348** .384** .337** .098** .351** .611** .604** .592** .769** 1

406 .136** .186** .233** .210** .234** .222** .290** .336** .201** .216** .214** .197** .268** .284** .283** .240** .293** .299** .257** .228** .208** .268** .280** .226** .310** .226** .228** .289** .239** .273** .311** .260** .164** .271** .243** .196** .213** .254** .263** 1
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表 3 １・2・3学年のSSHコース（1学年は来年度希望者）の回答者(N=108)に対する設問毎の相関係数 ** 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) 、* 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) 

 

101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 201 202 203 204 205 206 207 208 209 210 211 212 213 214 301 302 303 304 305 306 307 308 309 401 402 403 404 405 406

101 1

102 .323** 1

103 .267** .272** 1

104 .202* 0.143 .311** 1

105 .220* .209* .348** .470** 1

106 .295** .330** .310** .377** .568** 1

107 .323** .446** .366** 0.18 .396** .594** 1

108 .332** .326** .543** .422** .533** .517** .573** 1

109 .337** .426** .432** .211* .315** .439** .446** .408** 1

110 .307** .555** .386** .228* .330** .418** .421** .389** .682** 1

111 .335** .432** .381** .281** .290** .347** .534** .401** .622** .630** 1

201 0.079 .349** .288** 0.141 .237* .296** .308** .402** .472** .427** .374** 1

202 .341** .398** .348** .353** .333** .596** .545** .478** .430** .504** .472** .364** 1

203 .219* .237* .441** .440** .483** .410** .362** .515** .352** .382** .393** .502** .524** 1

204 .348** .475** .462** .265** .304** .517** .609** .565** .453** .558** .476** .479** .561** .542** 1

205 .265** .395** .299** .363** .373** .579** .452** .384** .430** .431** .343** .204* .471** .375** .552** 1

206 .336** .352** .376** 0.169 .318** .414** .587** .431** .563** .551** .554** .368** .571** .514** .626** .404** 1

207 .258** .463** .405** .279** .374** .492** .583** .624** .496** .472** .409** .382** .536** .381** .675** .435** .555** 1

208 .352** .371** .369** .294** .330** .452** .442** .498** .509** .453** .499** .370** .496** .378** .568** .297** .533** .623** 1

209 .233* 0.11 .407** .382** .315** .360** .218* .443** .359** .334** .280** .424** .594** .494** .439** .306** .404** .488** .539** 1

210 .343** .236* .369** .333** .440** .487** .511** .584** .431** .362** .394** .462** .504** .556** .635** .415** .570** .597** .537** .450** 1

211 .283** .259** .289** 0.154 .263** .414** .399** .588** .515** .472** .357** .403** .436** .338** .559** .390** .472** .537** .499** .431** .513** 1

212 .271** .270** .237* .277** .220* .403** .413** .401** .452** .362** .401** .369** .535** .382** .501** .353** .520** .474** .481** .433** .479** .465** 1

213 .226* .491** .316** .416** .357** .340** .353** .523** .323** .365** .345** .350** .435** .386** .398** .416** .270** .527** .452** .420** .353** .371** .505** 1

214 .353** .298** .279** .391** .297** .480** .390** .419** .406** .365** .424** .409** .674** .489** .509** .419** .491** .504** .567** .564** .543** .365** .671** .571** 1

301 .229* .294** .403** .288** .283** .409** .441** .436** .515** .369** .360** .462** .517** .405** .503** .322** .474** .436** .578** .497** .580** .363** .615** .424** .609** 1

302 0.171 .231* .356** .234* .328** .376** .348** .410** .398** .307** .280** .479** .428** .384** .436** .220* .458** .387** .506** .459** .468** .259** .432** .336** .480** .754** 1

303 0.159 .400** .308** 0.158 .341** .390** .480** .493** .459** .449** .423** .532** .450** .481** .519** .304** .480** .405** .530** .418** .443** .365** .492** .373** .494** .621** .558** 1

304 0.097 .209* 0.163 .367** .378** .301** .260** .412** .309** .294** .250** .332** .236* .424** .421** .367** .248** .352** .345** .375** .374** .267** .376** .467** .312** .417** .252** .441** 1

305 .220* .288** .330** .307** .386** .419** .430** .512** .499** .424** .361** .459** .524** .418** .571** .455** .512** .564** .513** .529** .575** .432** .504** .510** .539** .592** .518** .551** .440** 1

306 0.189 .223* .283** .222* .367** .468** .370** .436** .447** .441** .262** .411** .510** .448** .506** .337** .459** .485** .496** .473** .500** .436** .622** .437** .543** .657** .490** .542** .443** .639** 1

307 0.152 .256** .281** .342** .326** .474** .344** .426** .390** .445** .329** .455** .554** .483** .550** .349** .425** .501** .529** .586** .489** .409** .613** .425** .567** .684** .632** .576** .524** .665** .741** 1

308 0.082 0.165 .287** .352** .266** .258** .232* .376** .289** .234* .282** .380** .321** .279** .338** 0.18 .220* .283** .312** .509** .235* .231* .258** .472** .360** .489** .418** .427** .647** .455** .353** .542** 1

309 .333** .316** .514** .204* .386** .410** .508** .581** .502** .441** .456** .452** .406** .406** .546** .333** .404** .539** .474** .337** .505** .449** .423** .489** .438** .587** .439** .528** .433** .537** .514** .457** .444** 1

401 .314** .519** .297** 0.093 0.137 .202* .475** .269** .506** .503** .541** .268** .332** .230* .460** .321** .446** .455** .379** 0.186 .408** .366** .369** .324** .220* .417** .315** .320** 0.184 .327** .263** .278** 0.094 .508** 1

402 .323** .406** .229* 0.113 .271** .287** .311** .370** .496** .569** .453** .382** .370** .278** .342** .373** .512** .411** .442** .325** .380** .517** .267** .334** .262** .301** .360** .350** 0.178 .358** .292** .325** 0.165 .319** .554** 1

403 .266** .387** .284** 0.176 .238* .269** .338** .306** .457** .516** .460** .284** .381** .271** .341** .356** .540** .449** .418** .336** .374** .435** .244* .321** .226* .301** .361** .253** 0.181 .359** .294** .285** .192* .335** .555** .839** 1

404 .319** .520** .341** .220* .313** .299** .521** .375** .564** .567** .729** .371** .510** .433** .543** .384** .592** .563** .537** .354** .476** .413** .443** .432** .483** .404** .353** .439** .215* .412** .321** .364** .249** .406** .676** .596** .621** 1

405 .287** .430** .198* 0.065 0.149 .273** .491** .255** .445** .430** .551** .346** .492** .276** .428** .280** .483** .379** .430** .239* .385** .310** .283** .275** .366** .323** .317** .304** 0.087 .291** 0.174 .201* 0.18 .327** .513** .483** .522** .796** 1

406 0.138 .431** .229* .231* .334** .296** .290** .399** .355** .329** .268** .343** .311** .364** .346** .215* .234* .291** .327** 0.182 .194* 0.177 0.159 .390** .302** .223* .228* .376** .267** .338** .307** .240* .281** .320** 0.141 0.151 .211* .319** .324** 1
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表 4 １・2・3学年の普通理型コース（1学年は来年度希望者）の回答者(N=335)に対する設問毎の相関係数 ** 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) 、* 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) 

 

101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 201 202 203 204 205 206 207 208 209 210 211 212 213 214 301 302 303 304 305 306 307 308 309 401 402 403 404 405 406

101 1

102 .404** 1

103 .322** .253** 1

104 .217** .181** .337** 1

105 .209** .180** .384** .459** 1

106 .166** .153** .293** .377** .381** 1

107 .197** .225** .291** .182** .196** .372** 1

108 .235** .203** .277** .244** .208** .481** .585** 1

109 .245** .505** .255** .216** .248** .154** .260** .231** 1

110 .268** .435** .313** .188** .248** .189** .336** .279** .571** 1

111 .304** .544** .300** .226** .246** .222** .327** .291** .540** .639** 1

201 0.047 .170** .142** .126* -0.037 .154** .186** .197** 0.081 0.054 .139* 1

202 .204** .297** .191** .201** .122* .254** .351** .351** .245** .231** .278** .319** 1

203 .189** .310** .243** .228** .167** .220** .372** .342** .231** .286** .307** .310** .551** 1

204 .110* .281** .149** .169** 0.071 .195** .460** .373** .204** .301** .311** .367** .542** .519** 1

205 .292** .307** .223** .198** .161** .232** .381** .304** .210** .218** .273** .289** .452** .430** .427** 1

206 .159** .261** .246** .187** .199** .201** .551** .422** .238** .296** .363** .293** .523** .495** .565** .505** 1

207 .127* .230** .281** .150** 0.062 0.084 .440** .381** .267** .323** .251** .245** .355** .422** .427** .375** .574** 1

208 .146** .303** .249** .163** 0.087 .173** .242** .321** .195** .259** .234** .339** .402** .353** .436** .342** .462** .449** 1

209 .139* .204** .213** .174** .198** .193** .306** .277** .117* .237** .192** .249** .411** .464** .439** .360** .467** .387** .521** 1

210 .211** .278** .208** .212** .142** .149** .360** .410** .206** .271** .244** .326** .480** .451** .516** .434** .518** .456** .497** .538** 1

211 .181** .323** .182** .202** 0.053 .128* .363** .280** .273** .343** .292** .318** .505** .545** .507** .399** .545** .483** .436** .515** .540** 1

212 .174** .305** .144** .172** 0.08 .260** .363** .357** .208** .249** .244** .271** .634** .531** .449** .447** .483** .378** .358** .414** .495** .505** 1

213 .169** .287** .239** .209** 0.083 .151** .323** .384** .248** .313** .331** .199** .443** .425** .391** .351** .517** .463** .370** .312** .417** .414** .466** 1

214 .173** .281** .111* .157** .153** .215** .290** .322** .193** .244** .201** .266** .595** .457** .450** .402** .465** .377** .392** .404** .484** .429** .617** .467** 1

301 .144** .295** .159** .171** .204** .233** .365** .379** .152** .202** .206** .243** .442** .345** .461** .401** .482** .366** .468** .385** .471** .442** .415** .329** .485** 1

302 0.091 .278** .177** .159** .185** .190** .318** .346** .197** .180** .184** .248** .476** .381** .465** .362** .474** .348** .483** .396** .482** .438** .457** .357** .404** .699** 1

303 .114* .244** .168** .172** 0.085 .154** .254** .314** .158** .155** .204** .268** .426** .315** .334** .430** .405** .340** .387** .347** .403** .397** .427** .341** .417** .512** .546** 1

304 .144** 0.076 0.095 .253** .253** .223** .145** .302** 0.026 0.052 0.015 0.076 .247** .259** .190** .293** .221** .180** .109* .162** .333** .194** .295** .253** .298** .349** .382** .367** 1

305 0.092 .298** .192** .182** .138* .242** .327** .353** .204** .221** .181** .277** .386** .353** .398** .342** .456** .363** .498** .370** .429** .418** .431** .325** .413** .622** .588** .563** .320** 1

306 .121* .252** .233** .191** .141** .187** .357** .352** .147** .221** .193** .262** .375** .347** .392** .290** .419** .306** .456** .403** .435** .441** .393** .350** .369** .720** .651** .566** .284** .673** 1

307 0.082 .302** .188** .203** .171** .230** .287** .341** .182** .209** .186** .261** .465** .353** .438** .360** .432** .332** .483** .406** .450** .453** .393** .368** .449** .656** .732** .538** .311** .685** .714** 1

308 0.014 0.091 0.066 .241** .203** .253** .136* .248** -0.032 0.011 -0.022 0.093 .240** .246** .188** .219** .178** .168** .192** .196** .272** .214** .294** .153** .311** .345** .380** .381** .692** .392** .383** .425** 1

309 .117* .258** .195** .181** .141** .221** .328** .310** .185** .195** .190** .237** .387** .305** .338** .414** .444** .347** .384** .310** .416** .362** .326** .386** .377** .555** .571** .545** .351** .582** .589** .624** .394** 1

401 .223** .385** .265** 0.105 .143** 0.003 .297** .203** .426** .401** .424** .192** .164** .177** .232** .220** .345** .304** .287** .234** .266** .272** .177** .296** .204** .265** .267** .231** -0.04 .302** .332** .229** -0.107 .255** 1

402 .256** .466** .273** .121* .167** 0.087 .300** .218** .465** .423** .415** .262** .233** .227** .245** .232** .344** .333** .301** .278** .287** .301** .187** .294** .235** .252** .248** .224** 0.022 .311** .282** .249** -0.085 .209** .699** 1

403 .203** .376** .201** .157** .123* 0.015 .240** .196** .374** .407** .366** .212** .171** .181** .168** .220** .282** .293** .263** .239** .275** .291** .200** .272** .263** .224** .182** .213** 0.002 .291** .240** .233** -0.107 .179** .603** .761** 1

404 .270** .442** .247** .135* .126* 0.027 .266** .217** .416** .422** .411** .200** .272** .224** .273** .219** .359** .349** .325** .300** .332** .365** .217** .316** .275** .281** .252** .241** 0.003 .283** .261** .255** -0.05 .219** .640** .684** .689** 1

405 .238** .402** .301** .127* .155** 0.093 .340** .297** .417** .424** .408** .175** .199** .209** .261** .207** .335** .318** .336** .304** .291** .275** .200** .290** .205** .249** .239** .261** 0.006 .292** .293** .258** -0.035 .240** .657** .671** .658** .780** 1

406 .115* 0.097 .143** .138* 0.005 0.022 .173** .219** .131* 0.095 .187** .174** .253** .250** .282** .194** .278** .233** .186** .200** .202** .255** .179** .281** .227** .247** .261** .261** .202** .237** .274** .247** 0.085 .221** .204** .187** .209** .193** .204** 1
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表 5 １・2・3学年の普通文型コース（1学年は来年度希望者）の回答者(N=319)に対する設問毎の相関係数 ** 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) 、* 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) 

 

101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 201 202 203 204 205 206 207 208 209 210 211 212 213 214 301 302 303 304 305 306 307 308 309 401 402 403 404 405 406

101 1

102 .474** 1

103 .262** .260** 1

104 .261** .179** .373** 1

105 0.007 -0.041 .373** .428** 1

106 0.063 0.042 .409** .360** .616** 1

107 .110* .113* .379** .305** .418** .512** 1

108 0.071 0.109 .387** .357** .481** .583** .669** 1

109 .348** .562** .299** .209** 0.058 .177** .277** .226** 1

110 .308** .441** .330** .207** .155** .211** .341** .304** .583** 1

111 .456** .596** .291** .233** 0.008 .125* .195** .152** .624** .536** 1

201 .290** .279** .175** .203** 0.043 0.042 .167** 0.104 .264** .201** .292** 1

202 .193** .245** .230** .312** .261** .208** .283** .313** .282** .186** .264** .373** 1

203 .225** .301** .333** .262** .251** .266** .382** .366** .304** .328** .304** .318** .491** 1

204 .292** .326** .381** .312** .289** .301** .394** .384** .407** .382** .309** .356** .436** .585** 1

205 .224** .299** .210** .220** .147** .174** .343** .282** .353** .271** .305** .322** .419** .546** .557** 1

206 .234** .312** .291** .306** .247** .223** .440** .425** .394** .401** .355** .329** .435** .551** .587** .587** 1

207 .247** .340** .357** .276** .230** .267** .406** .403** .483** .388** .390** .329** .445** .550** .566** .550** .683** 1

208 .178** .249** .349** .218** .224** .205** .344** .393** .398** .265** .303** .263** .405** .456** .561** .490** .555** .619** 1

209 .181** .203** .323** .274** .283** .315** .378** .429** .281** .266** .224** .272** .433** .474** .513** .432** .488** .501** .593** 1

210 .225** .235** .341** .311** .279** .327** .353** .384** .335** .302** .230** .323** .456** .533** .561** .500** .511** .532** .544** .636** 1

211 .262** .347** .344** .297** .253** .220** .346** .337** .438** .321** .350** .348** .412** .480** .557** .561** .591** .622** .561** .487** .544** 1

212 .201** .224** .287** .277** .278** .222** .326** .336** .316** .229** .300** .276** .591** .487** .475** .450** .445** .520** .472** .492** .521** .527** 1

213 .303** .342** .287** .248** .197** .287** .315** .298** .407** .311** .358** .288** .432** .561** .503** .480** .514** .541** .465** .501** .538** .488** .495** 1

214 .190** .289** .245** .282** .169** .149** .232** .267** .281** .216** .263** .285** .563** .432** .402** .394** .382** .422** .376** .323** .471** .447** .605** .419** 1

301 .246** .283** .234** .214** .216** .203** .287** .288** .376** .135* .315** .305** .435** .420** .449** .521** .513** .548** .523** .503** .481** .546** .470** .489** .426** 1

302 .222** .266** .191** .346** .224** .203** .236** .302** .308** .156** .245** .289** .445** .411** .468** .380** .486** .437** .459** .526** .425** .392** .434** .447** .397** .631** 1

303 .250** .307** .292** .294** .158** .157** .252** .269** .339** .157** .243** .385** .395** .442** .412** .409** .458** .542** .425** .456** .456** .489** .445** .419** .410** .591** .588** 1

304 0.027 0.105 .184** .216** .285** .176** .140* .191** .132* 0.04 0.057 .165** .349** .337** .347** .213** .244** .236** .236** .347** .303** .260** .374** .249** .331** .300** .442** .364** 1

305 .294** .276** .280** .216** .201** .236** .272** .270** .365** .248** .330** .247** .351** .525** .532** .471** .514** .563** .446** .435** .422** .542** .441** .440** .414** .539** .489** .561** .374** 1

306 .250** .329** .262** .337** .218** .207** .310** .361** .340** .311** .293** .338** .465** .518** .561** .496** .601** .512** .490** .574** .544** .529** .494** .525** .493** .578** .687** .585** .429** .616** 1

307 .228** .286** .238** .315** .220** .232** .379** .365** .326** .261** .287** .351** .407** .450** .524** .483** .529** .495** .424** .477** .442** .524** .520** .413** .487** .574** .657** .532** .382** .636** .715** 1

308 0.025 0.044 0.106 .193** .170** .129* 0.096 .162** 0.107 0.057 -0.011 .200** .324** .280** .280** .216** .193** .168** .160** .340** .354** .239** .405** .272** .371** .261** .353** .311** .639** .332** .418** .399** 1

309 .261** .218** .220** .179** 0.059 .130* .284** .331** .259** .168** .267** .377** .311** .435** .422** .514** .448** .474** .402** .431** .440** .482** .473** .342** .421** .545** .448** .564** .296** .574** .604** .601** .299** 1

401 .271** .354** .181** .119* -0.025 -0.001 .147** 0.079 .367** .363** .368** .248** .321** .324** .321** .358** .358** .337** .257** .252** .272** .304** .314** .338** .282** .234** .268** .235** .114* .270** .427** .307** .180** .319** 1

402 .283** .334** .145** 0.085 -0.036 0.022 0.107 0.04 .447** .427** .429** .225** .243** .312** .315** .290** .356** .437** .317** .203** .255** .378** .263** .381** .266** .324** .231** .318** -0.024 .392** .297** .244** -0.032 .310** .532** 1

403 .235** .288** .129* .166** 0.002 0.09 .144* 0.059 .415** .402** .370** .256** .225** .197** .261** .237** .318** .331** .154** .170** .232** .286** .174** .295** .118* .234** .231** .227** -0.058 .316** .301** .246** -0.022 .225** .487** .641** 1

404 .324** .426** .239** .123* -0.01 0.086 .250** .134* .451** .356** .434** .331** .315** .357** .405** .464** .451** .435** .343** .265** .332** .437** .360** .455** .390** .432** .328** .372** 0.098 .406** .418** .438** 0.11 .411** .482** .589** .522** 1

405 .293** .444** .274** .167** -0.008 .111* .245** .162** .448** .429** .459** .295** .279** .362** .437** .456** .425** .420** .337** .369** .413** .441** .370** .480** .322** .365** .300** .350** .155** .344** .429** .378** .147** .400** .540** .539** .506** .710** 1

406 0.056 0.103 .140* .204** .198** .163** .207** .235** 0.076 .120* .126* .181** .209** .201** .154** .224** .214** .251** .192** .180** .153** .201** .303** 0.083 .312** .135* .130* .223** .181** .204** .242** .202** .160** .228** .176** 0.107 0.098 .129* .127* 1



9 
 

（２） 設問別課程間の平均値の比較 

学年毎にSSHコース、普通理型コース、普通文型(HS)コースでグループを作成した。 

以下に本校SSH事業の研究課題毎に、本校SSH事業の教育活動として実践した資

質能力について質問した項目の回答の平均値を学年別にレーダーチャートでまとめ

たものを示す。なお、質問項目毎にコースの違いにより平均値の差があるかどうか

について一元配置分散分析を行い、SSHコースと普通理型及び普通文型コースとで

有意差が見られる設問番号に○を記した(p<.05)。 

また、SSHコースについてのみ、質問項目の回答の平均値について１～３学年間

で比較したレーダーチャートを示し、１学年と３学年の間で有意差が見られる設問

番号に□を記した(p<.05)。 

(ア) 研究課題１に関する資質・能力の意識調査結果 
研究課題 ｺｰﾄﾞ 設問 

研究課題１ 
クロスカリ
キュラム 
課題提示型
探究活動 
  

101 ある教科（科目）の単元の課題において、その教科（科目）以外の教科で学んだ知識技能を活用した経験が
ある 

102 ある教科（科目）の単元の課題において、その教科（科目）以外の教科で学んだ知識技能を活用することは
課題解決能力を高めることにつながると考える 

103 理科の課題を数学の知識・技能と結び付けて思考することができる 

104 地歴の課題を理科の知識・技能と結び付けて思考することができる 

105 化学の課題を物理の知識・技能と結び付けて思考することができる 

106 理科に関する課題の解決のために、自然科学の法則を数式で表現すること（数理モデル）を用いて課題解
決に向けた活動ができる 

107 理科に関する課題の解決のために、仮説を立てることができる 

108 仮説に対して実験や調査を行い、考察した結果の妥当性を，数学的表現を用いて説明できる 

109 分野融合課題を解決する活動を経験することは課題発見能力につながると考える 

110 理科の各科目で相互に関連しあう事項を複数の科目の考え方を複合的に考えることは重要だと考える 

111 ある科目の問題を解く際に、他の教科や科目の知識を活用することは有用であると考える 

 

 

 

 

 

図 6 SSH事業 研究課題１の教育活動として実践した資質能力について質問した項

目の回答の平均値（学年毎） ※SSHコースと理・文型コースと有意差のある項目に○ 

図 7 SSH事業 研究課題１の教育活動として実践した資質能力について質問した項目の

回答の平均値（SSHコース学年比較） ※３年SSHと１年SSHとで有意差のある項目に□ 
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(イ) 研究課題１に関する資質・能力の意識調査の考察 

１学年の段階では、SSH・理型・文型のコース毎の差はないが、２学年、３学年と進

むにつれて有意差のある設問が増えていくことが分かる（図６）。また、１学年のSSH

コース希望者と３学年のSSHコースの生徒とでは分野融合型の課題に対する課題解決能

力が身についているかどうかの意識には複数の設問で差があることが分かる（図７）。 

このことから、クロスカリキュラムの授業を複数回繰り返して経験することで、分

野融合課題を解決するための専門性の高い課題解決手法を身につけている意識が高く

なると考えられる。 

 

(ウ) 研究課題2に関する資質・能力の意識調査結果 
研究課題 ｺｰﾄﾞ 設問  

研究 
課題２ 
 
プロジェクト
型課題研究  

201 インターネットの情報が信頼できるかどうかを判断する方法を知っている 

202 授業内で指定された課題に対して、探究のプロセスである R-PDCAサイクルを実践することができる 

203 課題研究で自身が設定した課題に対して、以前授業で学んだ解決手法を活用できる 

204 先行研究や文献の調査等を行い、課題を設定し、研究の目的を明確にできる 

205 同じ文献を読んだ生徒同士でグループを作って話し合うことができる 

206 課題を解決するための仮説を立てることができる 

207 条件をそろえるなど、仮説を適切な方法で検証するための知識・技能を持ち、それらを活用できる 

208 結果をデータに合わせて適切なグラフや表を用いてまとめることができる 

209 測定データに対して統計的処理を行った上で、結果の検証を行うことができる 

210 仮説と結果を比べ、検証結果の再現性や妥当性を確認するための文献調査または実験を実施できる 

211 仮説の評価を踏まえ、新しい展望を見出すことができる 

212 課題研究で自身が設定した課題に対して、探究のプロセスである R-PDCAサイクルを実践することができる 

213 日々の学校生活における課題に対して、以前授業で学んだ解決手法を活用できる 

214 日々の学校生活における課題に対して、探究のプロセスである R-PDCAサイクルを実践することができる 

 

 

 

 

 

図 8 SSH事業 研究課題2の教育活動として実践した資質能力について質問した項目

の回答の平均値（学年毎） ※SSHコースと理・文型コースと有意差のある項目に○ 

図 9 SSH事業 研究課題2の教育活動として実践した資質能力について質問した項目の

回答の平均値（SSHコース学年比較） ※３年SSHと１年SSHとで有意差のある項目に□ 
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(エ) 研究課題２に関する資質・能力の意識調査の考察 

１学年の段階では、SSH・理型・文型のコース毎の差はないが、２学年、３学年と

進むにつれて有意差のある設問が増えていく（図8）。また、１学年のSSHコース希望

者と３学年のSSHコースの生徒とでは課題研究に関する資質能力が身についているかど

うかの意識の差が小さいことが分かる（図７）。 

以上から、普通理型コースと普通文型コースは年次進行とともに、課題研究に関す

る資質能力が身についているとは意識できない傾向が生じると考えられる。また、SSH

コースを希望する生徒は、１学年の段階で課題解決能力を比較的身につけていると自

負している生徒が志望している可能性がある。 

 

(オ) 研究課題3に関する資質・能力の意識調査結果 
研究課題 ｺｰﾄﾞ 設問 

研究 
課題３ 
 
表現力 
プレゼン 
ディスカッシ
ョン  

301 教科（科目）等で指定された課題に対し、ポスター形式で発表資料を制作し、プレゼンテーションができる 

302 教科（科目）等で指定された課題に対し、パワーポイントスライド形式で発表資料を制作し、プレゼンテーショ

ンができる 

303 ディベートで必要な発表資料を制作し、日本語でディベートができる 

304 ディベートで必要な発表資料を制作し、英語でディベートができる 

305 課題研究を実施した結果を研究報告書（論文、レポート等）を、読んだ相手に伝わるように作成できる 

306 自身で設定した課題研究に対し、ポスター形式で発表資料を制作し、プレゼンテーションができる 

307 自身で設定した課題研究に対し、パワーポイントスライド形式で発表資料を制作し、プレゼンテーションがで

きる 

308 自身で設定した課題研究に対し、ポスター形式で発表資料を制作し、英語でプレゼンテーションができる 

309 プレゼンテーションを実施した後、発表を聞いた人とディスカッションを進めることができる 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 SSH事業 研究課題3の教育活動として実践した資質能力について質問した項

目の回答の平均値（学年毎） ※SSHコースと理・文型コースと有意差のある項目に○ 

図 11 SSH事業 研究課題3の教育活動として実践した資質能力について質問した項目の

回答の平均値（SSHコース学年比較） ※３年SSHと１年SSHとで有意差のある項目に□ 
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(カ) 研究課題３に関する資質・能力の意識調査の考察 

１学年の段階では、SSH・理型・文型のコース毎の差はないが、２学年、３学年と

進むにつれてほとんどの設問で有意差のあるようになる（図10）。また、１学年のSSH

コース希望者と３学年のSSHコースの生徒とでは自身で進めている課題研究のプレゼン

テーションに関する資質能力が身についているかどうかの意識に差が生じることが分

かる（図11）。また、設問（３０４）「ディベートで必要な発表資料を制作し、英語

でディベートができる」において、有意差こそないものの、はじめて２学年SSHコース

の生徒が３学年SSHコースの生徒よりも回答の平均点が高くなった。今年度の２学年

SSHコースの生徒は、ディベートの全国大会に出場する生徒も現れるなど見える形での

成果が得られ、ディベートの意識が高まったことが要因ではないかと考える。 

本校のSSH事業のカリキュラムはプレゼン・ディベートを繰り返しトレーニングで

きる点が特徴であり、それらのトレーニングの中で、生徒は「できる」と意識できる

ようになると考えられる。 

 

(キ) 研究課題４に関する資質・能力の意識調査結果 
研究課題 ｺｰﾄﾞ 設問 

研究 
課題４ 
 
外部機関外
部人材との
連携 

401 将来、大学等の高等教育を受けることで、高度で発展的な知識・技能を身に付ける必要があると考える 

402 科学的なものの考え方を備えるだけでなく、科学的・社会的な倫理観を身に付けることは重要であると考え

る 

403 高度な知識・技能を活用する際には相当の倫理観を身に付けている必要があることを認識している。 

404 研究者・技術者と連携し、主体的に課題研究を進めることは重要であると考える 

405 研究者・技術者と連携し、高度な実験技術や数学的思考を学ぶことは重要であると考える 

406 高校生活の中で、最先端の科学に触れる機会がある 

 

 

 

 

 

図 12 SSH事業 研究課題4の教育活動として実践した資質能力について質問した項

目の回答の平均値（学年毎） ※SSHコースと理・文型コースと有意差のある項目に○ 

図 13 SSH事業 研究課題4の教育活動として実践した資質能力について質問した項目の

回答の平均値（SSHコース学年比較） ※３年SSHと１年SSHとで有意差のある項目に□ 
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(ク) 研究課題４に関する資質・能力の意識調査の考察 

１学年のSSHコース志望者と普通理型・文型コース志望者との間で、設問(404)と

(405)に有意差が生じた(図12)。また、年次進行とともにSSHコースの生徒間での意

識の差のある設問はない(図13)。このことは、「研究者・技術者と連携し、主体的

に課題研究を進めたり、高度な実験技術や数学的思考を学んだりすることは重要で

ある」と考える生徒がSSHコースを志望し、そう考え続けられている可能性を示唆

する。 

また、研究課題４では年次進行とともにSSHコースと普通理型・文型コースとで

全ての設問において有意差が生じた(図12)。特に、設問(406)「高校生活の中で、最

先端の科学に触れる機会がある」について、年次進行とともにSSHコースの生徒と

普通理型・文型の生徒との間で大きな意識の差となって表れている(図12)。このこ

とは、本校のSSHコースのカリキュラムは高校生活の中で、最先端の科学に触れる

ことができているということを示すとともに、SSHコースに所属する生徒は専門性

の高い資質能力を身につけることの重要性を認識し続けていることを示すと考えら

える。 

 

6. 結論 

まず、本校のSSH事業のカリキュラムの特徴として、本カリキュラムを経験した

生徒は、以下の研究課題１～４で育成したい資質・能力の相互の関連性を見出した

上で、自身の資質・能力を振り返ることできる可能性があげられる。 

研究課題１ 幅広い科学的素養を基に，その知識・技能を活用する能力 

研究課題２ 

課題を見出し，仮説の設定，検証，評価を行う一連のプロセ

スを繰り返す活動を通して，主体的に課題を解決することの

できる能力 

研究課題３ 

国内外の多様な人々と協働する場面において，自らの考えを

的確に相手に伝えるために必要な論理的思考力，判断力，表

現力，英語活用能力 

研究課題４ 高度で発展的な知識・技能や倫理観 

次に、本校のSSH事業のカリキュラムの特徴を研究課題毎に示すと以下のように

なる。 

研究課題１ 

クロスカリキュラムの授業を複数回繰り返して経験すること

で、分野融合課題を解決するための専門性の高い課題解決手

法を身につけている意識が高くなる。 

研究課題２ 
課題研究に関する資質・能力が身についていることを実感し

ながら、研究活動を実践できる。 

研究課題３ 

プレゼン・ディベートを繰り返しトレーニングでき、それら

のトレーニングの中で、生徒は「プレゼン・ディベートがで

きる」と意識できるようになる。 

研究課題４ 

高校生活の中で、常に最先端の科学に触れることができてい

ると実感でき、高度で発展的な専門性の高い資質能力を身に

つけることの重要性を認識し続けることができる。 
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7. 課題と展望 

結論で示したカリキュラムの特徴のもと、実際の生徒にそのような資質能力が身

についていることを認定するためには、本校の SSH 事業に関する資質能力を測定す

るような仕組みが別途必要である。 

しかし、現状は担当教員や継続的に生徒を指導している本校 OB の若手研究者に

よる成長した実感を生徒のパフォーマンス課題から読み取ることしかできていない

状況であり、本校の SSH 事業に関する資質能力を測定するような仕組みを見出すこ

とは困難な状況であることが課題である。 

今回、カリキュラムのコース毎に生徒はどのような資質・能力を意識しているか

を検証し、一定の見解を示すことができた。この見解が正しいことは今後もキャリ

アに関する追跡調査を続け、学校側が期待するようなキャリアパスを生徒が歩むか

どうかを見ていくことが結果として、生徒に身についた資質能力を認定することに

つながるのではないかと考える。 

 

8. 参考文献 

１） 高崎高校の SSH 活動におけるルーブリック・校内アンケートと河合塾の学

び未来パス「PROG-H」の関連についての報告書（２０１９ 田中正弘・津多

成輔（編） 筑波大学高等教育論研究室） 
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9. 資料 

今回実施した質問紙の設問毎の学年・コース別平均点をグラフにまとめた。また、

設問毎にコースの違いにより平均値の差があるかどうかについて一元配置分散分析を

行い、有意差が見られるコースの組み合わせに「＊」を記した(p<.05)。 

(101) ある教科（科目）の単元の課題において、その教科（科目）以外の教科で学んだ知識技能を活用

した経験がある 

 
 

(102) ある教科（科目）の単元の課題において、その教科（科目）以外の教科で学んだ知識技能を活用

することは課題解決能力を高めることにつながると考える 

 
 

(103) 理科の課題を数学の知識・技能と結び付けて思考することができる 
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１年SSH       *   * 
１年理型       *   * 
１年文型       *   * 
２年SSH       *   * 
２年理型       *   * 
２年文型       *   * 
３年SSH * * * * * *  * *  
３年理型       *   * 
３年文型       *   * 
３年HS * * * * * *  * *  
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１年文型       *   * 
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２年理型       *   * 
２年文型       *   * 
３年SSH  * *  * *  * *  
３年理型       *    
３年文型       *    
３年HS   *  * *     
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１年SSH      *   *  
１年理型      * *  *  
１年文型    *  * * *   
２年SSH   *   *   *  
２年理型      * *  *  
２年文型 * *  * * * * *  * 
３年SSH   *  * *   *  
３年理型   *   *   *  
３年文型 * *  * *  * *   
３年HS      *     

表 14 項目(101)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 15 項目(102)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 16 項目(103)で有意差が見られるコースの組み合わせ 
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(104) 地歴の課題を理科の知識・技能と結び付けて思考することができる 

 
 

 

(105) 化学の課題を物理の知識・技能と結び付けて思考することができる 

 
 

 

(106) 理科に関する課題の解決のために、自然科学の法則を数式で表現すること（数理モデル）を用

いて課題解決に向けた活動ができる 
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２年理型 * * *   *   * * 
２年文型  * * * *  * *   
３年SSH * * *   *   * * 
３年理型 * * *   *   * * 
３年文型    * *  * *   
３年HS    * *  * *   
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１年文型    * *  *    
２年SSH * * *   *  * * * 
２年理型  * *   * *  *  
２年文型 * *  * *  * *   
３年SSH * * *  * *  * * * 
３年理型    *  * *  *  
３年文型    * *  * *   
３年HS    *   *    

表 17 項目(104)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 18 項目(105)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 19 項目(１06)で有意差が見られるコースの組み合わせ 
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(107) 理科に関する課題の解決のために、仮説を立てることができる 

 

 

 

(108) 仮説に対して実験や調査を行い、考察した結果の妥当性を，数学的表現を用いて説明できる 

 
 

 

(109) 分野融合課題を解決する活動を経験することは課題発見能力につながると考える 
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２年理型    *  * *  *  
２年文型 * * * * *  * *   
３年SSH  * *  * *  * * * 
３年理型   * *  * *  *  
３年文型 * *  * *  * *   
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２年理型 *   *   *   * 
２年文型    *   *    
３年SSH * * *  * *  * *  
３年理型    *   *    
３年文型    *   *   * 
３年HS     *    *  

表 20 項目(１07)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 21 項目(１08)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 22 項目(１09)で有意差が見られるコースの組み合わせ 
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(110) 理科の各科目で相互に関連しあう事項を複数の科目の考え方を複合的に考えることは重要だ

と考える 

 
 

 

(111) ある科目の問題を解く際に、他の教科や科目の知識を活用することは有用であると考える 

 
 

 

(201) インターネットの情報が信頼できるかどうかを判断する方法を知っている 
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２年理型           
２年文型           
３年SSH        *   
３年理型  * *    *    
３年文型           
３年HS           

表 23 項目(１１0)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 24 項目(１１1)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 25 項目(２０1)で有意差が見られるコースの組み合わせ 
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(202) 授業内で指定された課題に対して、探究のプロセスであるR-PDCAサイクルを実践することが

できる 

 
 

 

(203) 課題研究で自身が設定した課題に対して、以前授業で学んだ解決手法を活用できる 

 
 

 

(204) 先行研究や文献の調査等を行い、課題を設定し、研究の目的を明確にできる 
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表 26 項目(２０2)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 27 項目(２０3)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 28 項目(２０4)で有意差が見られるコースの組み合わせ 
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(205) 同じ文献を読んだ生徒同士でグループを作って話し合うことができる 

 

 
 

(206) 課題を解決するための仮説を立てることができる 

 
 

 

(207) 条件をそろえるなど、仮説を適切な方法で検証するための知識・技能を持ち、それらを活用で

きる 
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表 29 項目(２０5)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 30 項目(２06)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 31 項目(２07)で有意差が見られるコースの組み合わせ 
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(208) 結果をデータに合わせて適切なグラフや表を用いてまとめることができる 

 
 

 

(209) 測定データに対して統計的処理を行った上で、結果の検証を行うことができる 

 3年SSHと2年文型で有意差あり 

 

 

(210) 仮説と結果を比べ、検証結果の再現性や妥当性を確認するための文献調査または実験を実施

できる 
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表 32 項目(２08)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 33 項目(２10)で有意差が見られるコースの組み合わせ 
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(211) 仮説の評価を踏まえ、新しい展望を見出すことができる 

 
 

 

(212) 課題研究で自身が設定した課題に対して、探究のプロセスであるR-PDCAサイクルを実践す

ることができる 

 
 

 

(213) 日々の学校生活における課題に対して、以前授業で学んだ解決手法を活用できる 
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表 34 項目(２11)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 35 項目(２12)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 36 項目(２13)で有意差が見られるコースの組み合わせ 
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(214) 日々の学校生活における課題に対して、探究のプロセスであるR-PDCAサイクルを実践するこ

とができる 

 

 

 

(301) 教科（科目）等で指定された課題に対し、ポスター形式で発表資料を制作し、プレゼンテーショ

ンができる 

 
 

(302) 教科（科目）等で指定された課題に対し、パワーポイントスライド形式で発表資料を制作し、プレ

ゼンテーションができる 
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１年理型    *   *    
１年文型       *    
２年SSH  *   *   * *  
２年理型    *   *    
２年文型       *    
３年SSH  * *  * *  * *  
３年理型    *   *    
３年文型    *   *    
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１年SSH           
１年理型       *    
１年文型       *    
２年SSH        *   
２年理型       *    
２年文型       *    
３年SSH  * *  * *  * *  
３年理型    *   *    
３年文型       *    
３年HS           

表 37 項目(２14)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 38 項目(301)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 39 項目(302)で有意差が見られるコースの組み合わせ 
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(303) ディベートで必要な発表資料を制作し、日本語でディベートができる 

 
 

 

(304) ディベートで必要な発表資料を制作し、英語でディベートができる 

 
 

 

(305) 課題研究を実施した結果を研究報告書（論文、レポート等）で、読んだ相手に伝わるように作成

できる 
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１年理型        *   
１年文型    *   *    
２年SSH   *  * *  * *  
２年理型    *   *    
２年文型    *   *    
３年SSH   *  * *  * *  
３年理型  *  *   *   * 
３年文型    *   *    
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１年理型    *   *    
１年文型    *   *    
２年SSH * * *  * *  *   
２年理型    *       
２年文型    *   *    
３年SSH  * *   *  *   
３年理型    *   *    
３年文型           
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１年理型    *   *    
１年文型    *   *    
２年SSH  * *  * *  * *  
２年理型    *   *    
２年文型    *   *   * 
３年SSH * * *  * *  * *  
３年理型    *   *   * 
３年文型    *   *    
３年HS      *  *   

表 40 項目(303)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 41 項目(304)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 42 項目(305)で有意差が見られるコースの組み合わせ 
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(306) 自身で設定した課題研究に対し、ポスター形式で発表資料を制作し、プレゼンテーションができ

る 

 
 

(307) 自身で設定した課題研究に対し、パワーポイントスライド形式で発表資料を制作し、プレゼンテ

ーションができる 

 
 

 

(308) 自身で設定した課題研究に対し、ポスター形式で発表資料を制作し、英語でプレゼンテーション

ができる 
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１年SSH    *   *    
１年理型    *   *    
１年文型    *   *    
２年SSH * * *  * *  * *  
２年理型    *   *    
２年文型    *   *    
３年SSH * * *  * *  * *  
３年理型    *   *   * 
３年文型    *   *    
３年HS        *   
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１年理型       *    
１年文型    *   * *   
２年SSH  *   * *  * *  
２年理型    *   *    
２年文型    *   *    
３年SSH * * *  * *  * *  
３年理型   * *   *    
３年文型    *   *    
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１年理型    * *  *  *  
１年文型    *   *  *  
２年SSH  * *        
２年理型  *         
２年文型           
３年SSH  * *     *   
３年理型       *  *  
３年文型  * *     *   
３年HS           

表 43 項目(306)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 44 項目(307)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 45 項目(308)で有意差が見られるコースの組み合わせ 
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(309) プレゼンテーションを実施した後、発表を聞いた人とディスカッションを進めることができる 

 
 

 

(401) 将来、大学等の高等教育を受けることで、高度で発展的な知識・技能を身に付ける必要がある

と考える 

 

 

(402) 科学的なものの考え方を備えるだけでなく、科学的・社会的な倫理観を身に付けることは重要

であると考える 
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１年理型    *   *    
１年文型    *   *    
２年SSH  * *  * *  * *  
２年理型    *   *    
２年文型    *   *    
３年SSH  * *  * *  * *  
３年理型    *   *   * 
３年文型    *   *    
３年HS        *   
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１年理型    *   *  *  
１年文型    *   *    
２年SSH  * *  * *  * *  
２年理型    *   *  *  
２年文型    *   *    
３年SSH  * *  * *  * *  
３年理型    *   *    
３年文型  *  * *  *    
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１年理型    *   *    
１年文型    *   *    
２年SSH  * *  * *  * *  
２年理型    *   *    
２年文型    *   *    
３年SSH  * *  * *  * *  
３年理型    *   *    
３年文型    *   *   * 
３年HS         *  

表 46 項目(309)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 47 項目(401)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 48 項目(402)で有意差が見られるコースの組み合わせ 
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(403) 高度な知識・技能を活用する際には相当の倫理観を身に付けている必要があることを認識して

いる 

 
 

 

(404) 研究者・技術者と連携し、主体的に課題研究を進めることは重要であると考える 

 
 

 

(405) 研究者・技術者と連携し、高度な実験技術や数学的思考を学ぶことは重要であると考える 
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１年理型    *   *    
１年文型    *   *    
２年SSH  * *  * *  * *  
２年理型    *   *    
２年文型    *   *    
３年SSH  * *  * *  * *  
３年理型    *   *    
３年文型    *   *    
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１年文型 *   *   *   * 
２年SSH  * *  * *  * *  
２年理型    *   *    
２年文型 *   *   *   * 
３年SSH  * *  * *  * *  
３年理型    *   *   * 
３年文型 * *  *   *   * 
３年HS   *   *  * *  
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１年SSH   *   *  * *  
１年理型   *   * *  *  
１年文型 * *  * *  *   * 
２年SSH   *   *  * *  
２年理型   *    *  *  
２年文型 * *  *   *    
３年SSH  * *  * *  * *  
３年理型 *   *   *    
３年文型 * *  * *  *   * 
３年HS   *      *  

表 49 項目(403)有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 50 項目(404)で有意差が見られるコースの組み合わせ 

表 51 項目(405)で有意差が見られるコースの組み合わせ 
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(406) 高校生活の中で、最先端の科学に触れる機会がある 
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２年理型  *  *   *  * * 
２年文型 * * * *   *    
３年SSH  * *  * *  * * * 
３年理型 * *  *   *    
３年文型 * * * * *  *    
３年HS * * * * *  *    

表 52 項目(406)で有意差が見られるコースの組み合わせ 


